
［成果情報名］倒伏に強く混播適性に優れる中生の早の採草用チモシー新品種「北見 30 号」

［要約］「北見 30 号」は、中生の早に属し、採草利用で年間合計乾物収量が多く、耐倒伏性

が強く、混播栽培に必要な競合力が優れる。
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［背景・ねらい］

北海道においてチモシーは、イネ科の基幹牧草として最も広く利用されており、なかで

も中生品種は早生品種と同様に栽培面積が多い。中生の早の既存品種「アッケシ」は、耐

倒伏性やマメ科牧草との混播適性が必ずしも十分ではないことから、収量性、耐倒伏性お

よび混播適性に優れる採草利用向けの品種を育成する。

［成果の内容・特徴］

１．出穂始は、「アッケシ」と同日で、「キリタップ」と比べ３日早く、早晩性は中生の

早に属する（表１）。

２．２か年（２、３年目）ならびに３か年（１-３年目）の合計乾物収量は、全場所の平均

でみると、いずれも「アッケシ」、「キリタップ」より多く、年次別乾物収量は、１-

３年目のいずれにおいても「アッケシ」、「キリタップ」より多収である（表１）。し

たがって、収量性は「アッケシ」、「キリタップ」より優れる。

３．番草別乾物収量は、「アッケシ」、「キリタップ」と比べ、１番草はやや多収で、２

番草は多収である（図１）。

４．越冬性は、「アッケシ」、「キリタップ」と同程度である（表１）。雪腐病に対する

耐病性は“強”で「アッケシ」、「キリタップ」と同程度、耐寒性は“強”で「アッケ

シ」、「キリタップ」と同程度である。

５．斑点病抵抗性は、「アッケシ」と同程度で、「キリタップ」よりやや優れる（表１）。

すじ葉枯病抵抗性は、「アッケシ」、「キリタップ」と同程度である。

６．耐倒伏性は、「アッケシ」、「キリタップ」より優れる（表１）。

７．混播栽培に必要な競合力は、「アッケシ」、「キリタップ」より優れる（表１、図２）。

８．採種性は、「アッケシ」と同程度かやや劣るが、「キリタップ」よりやや優れる（表

１）。

９．飼料成分は、１番草では「アッケシ」、「キリタップ」と同程度で、２番草では「ア

ッケシ」、「キリタップ」より粗蛋白質（CP）が低い値を示したものの大差はなく、「キ

リタップ」と比べ、低消化性繊維（Ob）が低く、可消化養分総量（TDN）が高い傾向を

示す（表１）。

１０．草丈は、１番草では「アッケシ」、「キリタップ」と同程度で、２番草では「アッ

ケシ」、「キリタップ」より高い（表１）。個体植条件下における１番草の茎の太さは

「アッケシ」よりやや太く、葉幅がやや広い（表１）。

［普及のための参考情報］

１．普及対象：道内一般農家、粗飼料生産組織（TMR センター等）。

２．普及予定地域・普及予定面積、普及台数等：北海道全域 40,000ha。

３．その他：栽培利用上の留意点

１）年間２回の採草利用を主体とする。

２）耐倒伏性に優れるが、適期刈りを基本とする。



［具体的データ］

（足利和紀）

［その他］

予算区分：指定試験、実用技術、委託プロ（国産飼料）
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表1 「北見30号」の特性
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1）天北、根釧、北見、畜試、北農研．2）播種後2、3年目．3）1：極不良-9：極良．4）「アッケシ」を”強”とした判定．耐寒性特性検定試験（根釧農試）．5）1：無または極微-9：甚．発

生が認められた場所の場所別平均値の平均．6）0：無、1：微-5：甚．北見農試．7）1：無または極微-9：甚．発生が認められた全調査の平均．8）1：無または微-9：甚．発生が認

められた全調査の平均．9）マメ科牧草（アカクローバ（RC）またはシロクローバ（WC））混播条件下におけるチモシーとマメ科牧草との合計乾物収量に占めるマメ科牧草の割合

（％）．混播適性検定試験（北見農試）．10）マメ科牧草混播条件下におけるチモシーの被度（％）．混播適性検定試験（北見農試）．11）採種性検定試験（北見農試）．12）1：無-

9：極多．13）出穂茎の太さ．1：極細-9：極太．個体植条件下における調査（北見農試）．14）止葉の下第1葉の葉身幅（mm）．個体植条件下における調査（北見農試）．15）可消

化養分総量含量（乾物中％）．16）粗蛋白質含量（乾物中％）．17）低消化性繊維含量（乾物中％）．18）「アッケシ」は実数値．「北見30号」と「キリタップ」は「アッケシ」対比指数．

19）2、3年目の合計．20）1-3年目の合計．
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図1 「北見30号」の番草別乾物収量
2か年（2、3年目）の平均．（ ）内は「アッケシ」対比指数．系適5
場所の平均値．

図2 「北見30号」のマメ科牧草（アカクローバ、シロクローバ）との混播条
件下における乾物収量
2か年（2、3年目）の合計．（ ）内は「アッケシ」対比指数．北見農試．アカク
ローバは早生品種「ナツユウ」、シロクローバは中葉型品種「ソーニャ」．


